リモコンに電池を入れる 



ケーブルをまとめる 


ワイヤークランパー(配線留め)を再利用します。 


〇ワイヤークランパーか5 
電源コードをほどく。 

/- 


〇ワイヤークランパーを 
はずす。 




、 

[ p - — 

つまみ 



j 


う’つまみを押しなび5、クランパーを引くとほどけます。 



/- 

[1 

、 




rrg 


ご注意 電源コードはまとめないでください。 



本機を壁などに固定する(転倒防止) 


〇本機後面のネジをはずし、付属 
のアンカーボルトに付け替える。 


〇 本機を壁などに固定する。 


壁から 25 cm じ(内と 
なるよラに設置する。 





〇保護シートをはびす。 

〇 カバーをスライドさせる。包©極側から電池を入れる。 



QJ かんたん欄設賊する 


〇プラグをコンセントに 
差し込む。 



—さ- テレビとサウンドバーの両方の電源コード 
のプラグを差し込んでください。 


〇 テレビの電源を入れる。 

を— 本機前面左側の1(電源ランプ)び、緑色に 
点なしていることを確認してください。 



0画面の指示に従い、 
同捆のリモコンで 
操作する。 

♦♦♦♦で項目や 

設定を選ぶ。 


決定ボタンで選んだ 
項目や設定を確定する。 



たま意^ 



ご購入後の一回だけ、初期設定をする前に本機を快適に使ラた曲の 
処理をする必要びあります。 

処理中、約40秒間は画と音び消え、本機前面のタイマーランプび 
オレンジ色に点滅しまず。 

処理中は電源を切5ないで < ださし、。 

(この処理は、製造時に実施されている場合びあ0ます。） 


テレビの角度を調節する 




よくあるご質問 

Q 見たいチャンネルび選べないのはなぜ？ 

もう一度、地上デジタル放送の受信設定をしてください。 

ホームメニューか5、さ(設定)^[放送受信設定]^[デジタ j レ放送受信設定]^[地上デジタ j レ：自動チャンネ j レ設定] 
を遺び、[再スキヤン]を行ってください。 


Q 画面が消えたり電源が切れているのはなぜ？ 

• r 人感センサー」の設定をご確認ください。 

ホームメニューから、ち馈赶一[機能設赶一[省エネ設定]一[人感センサー]を 
選択し、お好みの設定に変更してください。 

• 本機の設置をご確認ください。 

人感センサーの前に物を置くと正しく動作しないことびあります。 



人感センサー 


Q リモコンで操作ができないのはなぜ？ 

リモコン登録設定をしてください。 

かんたん初期設定をするとをは、必ず本機付属の U モコンで行ってください。 

ちし別の1」モコンでかんたん初期設定を行った場合には、なの手順で U モコンを再登 
録してください。 

テレビ本体横にあるボタンで操作し、ホームメニューか！5、を(設定)^[かんたん設 
定]^[|」モコン登録]を選択し、画面の指示に従って登録してください。 

Q 3 D にな S ないのですが？ 

^ 同じ画面が2つ表示されています。 

3 D メニューの設定をしてください。 

U モコンの 3 D ボタンを繰り返し巧し、 [3 D 表示]を切り換えてください。 

左ちに同じ画面び表示されている場合は、[左ち分割ち式]を還択してください。 
上下に同じ画面び表示されている場合は、[上下分割ち式]を還択してください。 



製品にっいて困ったときは 

インターネットで問題解決 

アドレスやキーワードを入力すると、 Q & A で問題を検索でをます。 

アドレスを人力 キ-ワ-ドを入力 

www . sony . co . jp / raq / bravia / SONY Q&A を使って [巧ま 1 


よくあるお問い合わせ、窓口受付時間などはホームぺージをごま用ください。 http :// www . sony . co . jp/support 



SONY. 


力んたん 

設置ガイド 


4 - 277 - 974 - 03 ( 1 ) 


圓圓圓 

*427797403* (1) 


テレビを見るには、 



を寺5つて < ださい。 



組み立てる前に、柔らかい厚手の布とが属のネジに合ったドライバーをご準備ください。 



本体にサウンドバーを 
取りがける 


ご注意 



ドライノ く一で付属のネジを確実に 
締め付けてください。 

電動ドライバーを使ラ場含、締め 
付けトルクは約 I . SN . mUSkgf . cm } 
に設定してください。 


テレビは、画面を傷つけないために柔らかい厚手の巧の上に 
画面を下に向けて置いてください。 

〇本体後面のネジをいったんはずす。 



〇 〇で取りはずしたネジを使って、本体後面にサウンドパーを取り付ける。 




FAX 供通） 0120-333-389 


ソニー株式会な 〒1 08-007 己ま京都港区港南1 -7-1 


© 2011 Sony し orporation Printed in Malaysia 


































































































































































































































































































































スタンドを組み立てる 


r 旦 スタンドを組み立てる」で使用する部品 一覧 





© 


を’モデルによ0部品のあ巧び異な0ます。 

@ (D 




スタンドネツク スタンドベース 


スタンド組み立て用 六角レンチ 
ネジ(六角巧付き） 


スタンドヘッド 


〇スタンドベースにスタンドネツク 〇柔らかい巧の上へスタンドを裏 
を取り付ける。 返し、六角穴付さネジを締める。 



0 スタンドへッドを取り付ける。 



ごミ主意 




本 

〇 X 

曾曾 


スタンド底面側のネジを締め付けるまでは、 
スタンドを移動させる隙に、両手でスタンド 
を持ってくださし、。 


付属の六角レンチで指定のネジを確実に締め 
付けて < ださい。 

電動工具を使ラ場合、締め付けトルクは 
約 3N.m{30kgf.cm} に設定してください。 



スタンドを取りがける 


ご注意\ 

r \ 




甲/','‘ 


::ゴ 

吾 ~ n | 


J サウンドバー取り付け媛にテレビ 


1，11巧を持つとさは、イラストのよラに 
¥') テレビ側を持ってください。 


公 a 


UiA 


〇本体をスタンドに載せる。 


0本体固定用ネジで留める。 



強度びあり、端子びしっか0した 
アンテナケーブルを選んでくださし、。 



な線 





地」 

Mi 


SOB 




壁の地_ 
了ンテ Z 

吟信芒 



0 AC アダプターを 

サウンド バーに つなぐ< 



包電源コードを 

AC アダプターにつなぐ。 



—だ電源コードをしっかり差し込んでくださし、。 


サウンドバーをつなぐ 





テレビとアンテナをつなぐ 


録画機器の接続は、つなぐ機器の取扱説明書をご覧ください。 


度用ずるケーブルー覧 


=G 




cg> © 


VHF / UHF 用同卽アンテナ 
ケーブル 

(別売、 EAC - DS 15 SS 
(2011 年1月現在)など） 


衛星用同郎ケーブル 

(別売） 


110度 CS デジタルに対応した 
CS / BS / 地上波放送巧応分放器 

(別売、 EAC - DSSM 2 
(2011 年1月現在)など） 


ヒ波と衛星放送の信号が 
舌の場合 




地上波と衛星放送の信号が 
個別の場合 



i : け仙切が1>15 

iHSilHlB 

© 


ヒ波•衛星混合 
^端テへ 

至の流れ 







◎= 


壁のアンテナ端テへ 


ご注意 


ノイズや、映りび悪くなるのを防ぐため、 


アンテナケーブルをごお認ください。 






アンテナ 

ケ—ブル 


CS / BS / 地 _ b 巧 

分液器 


VHF/UHF 


代表的な接続巧 



端 


:胁 


乱 

だ 

< 

で 

讯 

n 

D 

か 

0 

し 


/さ 

盛： fi 

ん山さのご 

施細だ型も 

功おく過器 

^ y て通配 

^ a コ流分 

巧の使電応 

巧型を子巧 

げ過器端を 

a 通波全巧 

度流分'波。 

〇電応た上す 

U 子対ま地ま 






























































































































































































































































































































































